
 
                

 

報 道 機 関 各 位  

 

                       

世界と日本と地方、ミュージアムで 

解決できる地域の課題を事例から考える 
～国際シンポジウム「歴史文化をまもる、つなぐ地方博物館の挑戦」の一般参加者を募集～ 

 

 

 

 

このシンポジウムは、日本で初めて開催される「国際博物館会議京都大会（ICOM KYOTO 2019）」

（9月1～7日）の関連イベント「ICOM KYOTO 2019 ポストカンファレンスin北海道」のメインプロ

グラムとなっており、ICOM（国際博物館会議）会長をはじめ、ICOM国際委員会の委員長やメンバー

もお招きして、博物館を活用したまちづくりについて考えます。（日英同時通訳あり） 

また、開催地である伊達市は、今年１５０年の節目を迎え、４月には「だて歴史文化ミュージア

ム」もオープンしました。シンポジウムでは、来年北海道に初めて設立される国立博物館と地方博

物館の地域連携による相乗効果の可能性も探っていきます。 

地方で働く博物館関係者と海外の博物館関係者の交流促進の場としてだけでなく、広く一般市民

の方にもご参加いただき、世界からの事例をもとに博物館を活用した持続可能なまちづくりに役立

てるよい機会となります。 
 

※ 国際博物館会議（ICOM：International Council of Museums） 
ミュージアムの進歩発展を目的とした世界で唯一かつ最大の国際的非政府組織で、世界１４１の国と
地域のミュージアム関係者が加入（２０１６年現在）。 

   ICOM KYOTO2019公式ウェブサイト：http://icom-kyoto-2019.org/jp/index.html 

 

記 
 

国際シンポジウム「歴史文化をまもる、つなぐ地方博物館の挑戦」 

 【日時】9月 9日（月）13:30～17:30  

【場所】だて歴史の杜カルチャーセンター 大ホール（伊達市松ヶ枝町 34番地 1） 

【主催】ICOM 京都大会 2019 組織委員会、伊達洞爺湖ミュージアム地域振興プラットフォーム 

【主管】ICOM 京都大会 2019 ポストカンファレンス in 北海道・伊達洞爺湖実行委員会 

【内容】別紙のとおり 

【参加料】無料（事前の申込が必要です） 

 

○詳細は別紙またはウェブサイトをご覧ください。

https://www.ec-pro.co.jp/icomkyoto2019postconference/ja/index.html 

 

 

室蘭開発建設部、伊達市、洞爺湖町など１３団体で構成する「伊達洞爺湖ミュージアム地域振

興プラットフォーム」は、国際シンポジウム「歴史文化をまもる、つなぐ地方博物館の挑戦」を

下記のとおり開催します。 

 

【問合せ先】 伊達洞爺湖ミュージアム地域振興プラットフォーム事務局 

        室蘭開発建設部 地域振興対策室  電話 0143-25-7053（直通） 

地域振興対策官    石 井 智 之     

   上席地域振興専門官  宮 本 洋 光 

          室蘭開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/mr/ 

令 和 元 年 ８ 月 ５ 日 

室蘭開発建設部 広報官 
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